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１．はじめに
　2000年に本学医療福祉学部に医療福祉マネジメン
ト学科が設置された．医療・福祉分野の組織を管理
する職業人の育成を使命とし，2007年度までに5期
にわたり554名の卒業生を送り出してきた．本学の
他学科卒業生の多くが国家資格に保証された職種に
就くのに比して，本学科卒業生には相当資格はなく，
従ってそのキャリア形成の過程や職業経歴は他学科
よりも多様になることが予想される．
　これまで医療福祉マネジメント学科卒業生の就労
実態に関する調査はなく，卒業後一定の時間を経た
現在，その現状を把握する必要があると思われた．
そこで，卒業生の現状に関する基礎資料を得るため
に，本学科卒業生の①職業経歴（就労実態や職務経
歴，転職状況）②職務意識（職場に求める条件，必
要とされる業務遂行能力等）について実態調査を行
うことにした．

２．調査の概要
２. １  調査対象：川崎医療福祉大学医療福祉マネジ 
メント学科卒業生545名．
２. ２  調査方法：同窓会名簿を用いた郵送による質 
問紙調査．
２. ３  調査期間：2009年4月および2011年4月．
２. ４  回収状況：有効回答数は104名，有効回答率は 
19.1% であった．回答者の内訳は，男性16名（15.4 
％），女性86名（82.7％），不明2名（1.9％）であった．
また所属コースはマネジメント・テクノロジーコー
スが51名（うち女性38名），セクレタリアル・テク
ノロジーコースが39名（全員女性），所属コースが
不明・未記入の者が14名であった．
　卒業年別の構成は2004年3月卒業（１期生）：18名
（17.3％），2005年卒業（２期生）：27名（26.0％），
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2006年卒業（３期生）：12名（11.5％），2007年卒業
（４期生）：23名（22.1％），2008年卒業（５期生）：
20名（19.2％），不明4名（3.8％）であった．
２. ５  倫理的配慮：調査は個人情報保護法に沿って 
実施されること，収集されたデータはあくまで教育
研究のために統計的に処理されるため，回答者に迷
惑のかかることは一切ないことを調査依頼文に明記
した．調査票の返送をもって調査に対する同意を得
たものとした．

３．調査結果
３. １  卒業生の就労実態
　回答者104名中就労者は91名（87.5%），非就労者
は12名（11.5％），無回答は3名（2.9％）であった．
就労率が高いことが伺える．非就労者はすべて女性
で，その理由は「家事・育児」が8名（7.7％），「勉
学中」が2名（1.9％），「出産準備」が2名（1.9％），
「適切な仕事が見つからない」が1名（1.0％）であっ
た（複数回答）．
　次に正規雇用者と非正規雇用の実態を検討する．
表1に本学科卒業生の雇用形態を示す．正規雇用は
73.1％，非正規雇用は12.5％であった．正規雇用率
が全国平均と比較して，非常に高いことがわかる†１）．
　職種別に見ると，正規雇用者の中では一般職が最
も多い．専門職・技術職や総合職に就いている卒業
生はそう多くはない．非正規雇用者では契約社員と
パートタイマーの比率が高い．
　大学卒業時点での進路先を表2に示す．回答者104
名中，医療機関が67名（64.4％）と最も多く，一般
企業が22名とこれに次いでいる（21.2%）．次に現
在の勤務先と業務内容を表3に示す．現在の勤務先
が判明している89名のうち54名が医療機関に勤務し
（60.7%），一般企業は24名であった（23.6%）．この
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ことから，卒業時と現在の就職先業種に大きな差異
がないことがわかる．なお現在の勤務先の職種を見
ると，医療機関の医療事務が最も多い．次が診療情
報管理であった．一般企業では一般事務職に就いて
いる者が多かった．

を業種別に見ると，医療機関に就職した70名のうち
24名（34.3%）が転職を経験していた．また一般企
業22名のうち7名（31.8％），医療福祉系企業５名の
うち3名（60%）が転職経験者であった．残りの2名は，
福祉施設への就職者，および進学した者であった．
　厚労省の調査によれば†２），2011年3月の大学卒業
者の離職率は，1年目に11.5%，2年目に8.9%，3年目
では8.4% で，卒後3年間での離職率は28.8％である．
就職先を医療，福祉分野に限定すると大卒後3年間
での離職率は38.6% になり，本学科卒業生の離職率
と近くなる．ただし，全国平均では離職後の再就職
時に，フリーターなどの非正規雇用者となる比率が
高いが，本学科卒業生の場合は正規雇用者として転
職することが多いことが特徴である．
　表5は転職者36名と転職回数不明者3名による転職
の理由を示した．複数回答で延べ80の転職理由があ
げられたことから，複数の要因によって転職をして
いることがわかる．この中でも「労働時間が長い・
不規則」と「人間関係が悪かった」および「家族や
私的な事情（結婚含む）」が転職理由の4割を占めて
いた．次いで「キャリア・アップのため」「仕事がハー
ドであったため」が続いている．「その他」には「独

表１　雇用形態

表２　卒業時の進路

３. ２  卒業生の職務経歴−特に転職に注目して
３. ２. １  転職経験とその理由
　わが国では社会事象として若年層の早期離職が注
目されているが，本学科卒業生の状況はどうであろ
うか．表４は本学科卒業生の転職回数を示した．
回答者104名のうち，転職したことのない者は65名

（62.5％）であった．転職経験がある者は36名（35.6%）
であった．転職回数1回の者は27名，2回は7名，3回
は2名，不明は3名であった．転職経験者36名の内訳

表３　現在の勤務先



309医療福祉マネジメント学科卒業生の職業経歴と職務意識

表４　転職回数

表５　転職の理由（複数回答）

立開業したため」「正規社員から契約社員に変更し
たため」「正社員になりたかった」「将来に不安を感
じ，手に職をつけねばと思い専門職（看護師）になっ
た」「職場でどういう方向をめざしてよいのかが分
からなくなった」「家事育児に専念するため，残業
が多く両立が困難であったため」などの回答があっ
た．
３. ２. ２　転職回数との関係
　転職を経験した者の中では転職回数は1回が最も
多かったが，2回以上転職を行っている回答者も9名
いた．転職を重ねる要因を明らかにするために，「転
職回数」を従属変数とし，転職の理由（表5）を独
立変数とする重回帰分析を行った．独立変数の投入
方法はステップワイズモードを用いた．その結果を

表6に示す．転職回数への影響力の大きい順に「労
働時間の長さ，不規則さ」「家族や私的な事情（含
結婚）」「業務内容が予想と違った」「期限付き採用
であった」「人間関係が悪かった」「給与水準が低かっ
た」が有意に関係していた．決定係数は .633であっ
た．表5の転職理由の回答では出現比率の少なかっ
た「業務内容が予想と違った」が転職回数を増やす
要因であることに注目される．これは，思ってもみ
なかった仕事を職場で要請されたことを意味してい
る．入職前の情報不足や就職先の情報公開不足がミ
スマッチをもたらしていると推測される．
　本学科の卒業生の就職先には医療機関と一般企業
が多いことがわかったが，この2業種間で転職理由
に差異があるかどうかを確認した（図１）．医療機
関の場合は，「家庭の事情（含結婚）」と「職場の人
間関係が悪かった」「キャリア・アップのため」が
転職理由として多いが，一般企業では「労働時間の
長さ・不規則さ」「仕事がハードであったため」が
上位にあげられている．
３. ３  卒業生の職務状況
３. ３. １  職務意識
　ここでは本学科卒業生が，どのような職務状況の
中で，どのような意識を持って働いているのかを明
らかにする．そのために卒業生が重視する職務条件
と業務を遂行する上で必要とされる能力，仕事の充
実度・満足度，給与への評価，残業の状況，意見の
組織運営への反映度，採用時の研修等について検討
する．
　「仕事をする上で必要な職場の条件」として3項目
の選択を求めた（図２参照）．
　最も必要な条件は「職場の雰囲気がよい」であっ
た．次に「仕事と家庭の両立ができる」「仕事でさ
まざまな経験ができる」が挙げられた．「仕事と家
庭の両立」が上位であったのは，回答者に女性が多
いことが反映していると考えられる．女性が働き続
ける上で基本的かつ必須の職務条件であり，卒業生
の強い就業意欲の反映と解釈できる．上位は働く上
で基本的かつ必須の職務条件が集中しているが，中
位には「社会に役立つ」「挑戦のしがいのある」「学
習を継続できる」等の自己の成長や自己実現に関連
している項目が多かった．
３. ３. ２  業務遂行に求められる能力
　次に，現在の仕事をするうえで必要な「業務遂行
に求められる能力」とは何か，3項目の選択を求め
た（図３参照）．「コミュニケーション能力」を筆頭
に「一般常識・マナー」「仕事の知識」「判断力」な
どの社会人として基礎的な力が上位に挙げられた．
組織階層の中で特に管理者層に求められる「問題解
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表６　転職を促す要因（重回帰分析の結果）

図１　転職の理由　医療機関と一般企業の比較

決力」や「情報分析力」「交渉力」などの能力は中
位に挙げられており，「語学力」「論理的思考力」な
どは下位にとどまっている．
３. ３. ３  仕事の満足度　
　現在の仕事の満足度に関する設問については以下
の回答を得た．
　「予想以上の仕事をしており，満足している」
 ：49名（47.1％）
　「ほぼ予想通り」 ：31名（29.8％）

　 「予想ほど仕事が充実しておらず，不満を感じて
いる」 ：9名（8.7％）

　「その他・無回答」 ：15名（14.4％）
　およそ半数の回答者が仕事の充実感とともに満足
していることがわかった．
３. ３. ４  給与水準
　現在の給与水準については以下の回答を得た．お
よそ半数が妥当としているが，少ないと感じている
者も3割近く存在している．
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　「妥当な水準と感じている」 57名（54.8%）
　「仕事内容に比べて少ない」 31名（29.8%）
　「仕事内容に比べて多い」 4名（3.9%）
　「その他・無回答」 12名（11.5%）
３. ３. ５  残業の状況
　次に残業の状況について回答を求めた．月間の
平均的な残業時間は以下の通りであった．平均の
19.36時間は労働省告示第154号による一般労働者の
月45時間，年360時間の枠内に収まっているが，最
大値の170時間は異常な例である．
平均値：19.4時間，標準偏差：26.1，中央値 :15.0時間，
最大値：170時間，最小値：0時間

３. ３. ６  組織への意見の反映度
　組織運営に自分の意見がどの程度反映されている
かについて回答を求めた．その結果，比較的，反映
されていないことがわかる．これは回答者の勤務先
の多くが医療機関であることが関連していると推測
される．
　「とても反映されている」 26名（25.0%）
　「あまり反映されていない」 40名（38.5%）
　 「全く反映されていない．または反映されるシス
テムになっていない」 15名（14.4%）

　無回答 23名（22.1%）
　「組織への意見の反映度」は「仕事の満足度」と
有意な正の相関があった（r=.318，p<.001）．意見

図2　仕事をする上で必要な職場の条件（ｎ）

図3　業務遂行に求められる能力（ｎ）
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が自由に言えることや，それを上長が受け入れ，反
映させてくれる組織の方が，仕事の満足度は高くな
ることが推測される．なお給与水準や平均残業時間
と「仕事の満足度」には相関が認められなかった． 

４．おわりに
　質問紙調査から本学科卒業生の職業経歴と職務意
識に関する基礎的なデータを得ることができた．医
療福祉マネジメント学科の卒業生は，すでに5年～9
年のキャリアを積んでおり，それぞれの職場で，実
力を発揮する立場にあるといえる．こうした卒業生
の多くが，職務意識の面では社会人としての基礎的
な力を発揮しながら，医療に関連する職場で堅実に
満足のいく仕事を継続している姿が調査結果から判
明した．
　職業経験に関しては，就労比率と正規雇用比率の
高さが本学科卒業生の特徴である．およそ9割が就
労しており，非就労の理由も出産や育児のためで
あった．また3割の卒業生が転職の経験をしている
ものの，再就職に当たっては全国平均を遙かに上回
る比率で正規雇用者として働いていることがわかっ
た．

注　釈
†1） 労働力調査（2013）によれば，わが国の非正規比

率は男性20.9％，女性55.4％である．総務省統計局
「労働力調査（2013）」．

†2） 離職率の高い業種は，教育，学習支援業（48.9%），
宿泊業，飲食サービス業（48.5%），生活関連サー
ビス業，娯楽業（45.0%）であり，医療福祉分野
はこれに次いでいる．厚生労働省「厚生労働省職
業安定業務統計（2013）」
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